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国語 学図 みんなと学ぶ　小学校国語

・他社にはない，児童の興味・関心を喚起する読み応えのある学
習材が多く配列されていることが選定理由の一番である。それら
の学習材を活用して，楽しみながら言葉の学びを見出したり，他
者と関わり合いながら学びを深めたりすることができる。
・今日的教育課題への対応を意識した学習材になっていることか
ら，本学校園で研究開発を進めている光輝（かがやき）と関連が
図りやすい。
・１年間の学びを見通し,各学年で育てたい資質・能力を一覧で明
示してあるため，より計画的な教育活動が展開できる。児童が，学
びや成長の実感を伴った理解に達し，学びをつなげようとする主
体的な姿が期待できる。
・学び方について，ねらいと手段・方法などが学習材前後に分かり
やすく明記されており，児童が学習の見通しをもって主体的に学
習を進めていけるように配慮されている。
・脚注と巻末資料で，授業で使う言葉や国語のカギ，文章の種類
などがまとめられており，言葉への興味・関心を喚起したり，言語
活動を展開する際に注意すること，思い出しておくことなどを確認
したりすることができる。

書写 学図 みんなと学ぶ　小学校書写

・国語の教科書に準拠しており，国語の学習と関連させて学習を
進めることができる。
・主体的な学びとなるように，「学習の進め方」で書写学習のプロ
セスが示され，各単元の流れが「学習の進め方」に準拠している
ため，書写学習が自然に定着しやすい。
・書き込み欄が豊富に設けられており，復習やまとめの単元や，
日常生活や学校生活の中で生きる学習が充実している。
・単元の最後の振り返りに，学校生活や日常生活に即した様々な
課題が設定され，学習がより生きるように配慮されている。
・獲得した技能を他教科の学習や生活の中に生かした活用場面
が多く示されており，学びを深めることができる。

令和２年度以降使用　教科用図書選定報告書

附属三原小学校



社会 東書 新しい社会

第3学年
・問題解決学習過程の流れを記述するとともに，学習問題を問い
かけの形で提示している。
・地図帳の使い方に関して，具体的な一都市を例に取り上げ，地
図の見方や使い方を紹介している。
第4学年
・各都道府県の地理的特色を，「空から日本を見てみると」という
資料的なページ構成により，視覚的にも理解できるように工夫さ
れている。
・各都道府県の位置や特産物についてイラストで例示したり，主な
観光地を写真で紹介したりするなどの工夫が見られる。
第5学年
・領土問題についての記述が適切であると思われる。例：尖閣諸
島は日本固有の領土であることは疑いがないことであるので，中
国が領有を主張しているが，この件については領土問題は存在し
ないという我が国の立場を明確に記述している。
・津波発生の原因について記述されているなど，これまでの社会
科では扱っていない新たな視点で書かれている。
・海事・海運についての記述が他社よりも適切であると考える。
第6学年
・画像で掲載されている世界文化遺産の数が他社よりも多い。
・学習のまとめの事例が多く紹介されている。
・「政治・国際編」「歴史編」と分冊であり，児童の荷物重量の軽減
を考慮している。（5年生も同様に上下巻の分冊）

地図 東書 新しい地図帳

・陸の高さや海の深さが地図に応じて色分けされており，その色
数も他社よりも多い。
・各地方図の縮尺が統一されており，比較観察を行いやすい（北
海道だけは160万分の１，他はすべて５万分の１）。
・教材として，中国地方の高速道路が例に挙げられており，児童
にとっても身近なものと感じやすい。
・歴史地図や災害に関する分布図が詳しく掲載されている。
・日本列島とプレートとの関係がリアルに描かれており，地震や火
山の原因をとらえていくためにも有効である。
・教科書と準拠しているために使いやすいものと思われる。

算数 学図 みんなと学ぶ　小学校　算数

・新しい単元に入る前に，これまでの学習や生活経験を振り返っ
たり漫画形式で既習事項を確認したりするなど単元展開が丁寧で
あり，導入をスムーズに図る工夫がなされている。
・どの単元も可能な限り日常場面から導入してあり，現実の問題
について数理的な思考力を使って課題解決ができるようにしてあ
る。
・教科書が大判になっており,新学習指導要領で新設された,データ
の活用やプログラミングについても児童が数値を見やすくなったり
表がかきやすくなったりしている。
・数学的な見方・考え方が児童用教科書にも書かれており，児童
も意識して学んだり,見方・考え方の定着にも役立ったりするように
なっている。
・各単元末には,「できるようになったこと」で基礎問題，「まなびを
いかそう」で発展問題に取り組めるようになっており,自己の定着
状況を確認することができるようになっている。
・新たな問題解決のために，既習の問題と比較して解決の方法を
考える場面が各単元で積極的に取り入れられている。
・各学年に図解付きの「ノート名人になろう」の頁があり，低学年段
階から学習内容に関連付けたまとめ方を，具体的に学ぶことがで
きる。



理科 大日本 たのしい理科

・写真が鮮明で，児童が事象についてとらえやすい。
・イラストや写真が多種類におよび複数の事象を基に思考しやす
い。
・児童の思考にそって内容の取り扱いが配慮されていて，児童の
思考の広がりをもたせながら学習に取り組むことができる。
・実験の取り扱いが丁寧で，身近な材料の加工の仕方や工夫など
も説明しながら，実験器具の作成ができるようになっている。
・ＥＳＤやプログラミング教育との関連が明示されており，実践して
いく上でも活用しやすく，児童もそうした観点から学習できる。
・資質・能力に合わせた記述や，内容の取り扱いが明示されてお
り，扱いやすい。

生活 東書 新しい生活

・教師が生活科で育成される資質・能力の具体的なイメージをも
ち，見通しをもって授業づくりが行えるように，三つの資質・能力が
バランスよく育成されている児童の具体的な姿が示されてある。
・生活科における「主体的・対話的で深い学び」の過程が，「学びを
ふかめる」コーナーに例示されてある。
・上巻巻末に，各季節で象徴的に見られる主な植物や昆虫などを
実物大で描いた図鑑が設けてある。製本された冊子が教科書に
貼付されており，必要に応じて教科書から取り外し，そのまま屋外
に持ち出すことができる。
・幼児期の学びを小学校の学習につなぐ，入学から２週間の生活
科の学習活動が，上巻冒頭の「どきどき わくわく １ねんせい」に掲
載されてある。生活科の内容で構成されたカリキュラムを例示し，
適切なスタートカリキュラムを編成することができるようになってい
る。
・各学校におけるカリキュラム・マネジメントの参考となるよう，他
教科等で身に付けた資質・能力が具体的に示されてある。
・紙面全体を落ち着いた色合いで統一したり，見せたい部分が浮
き立つようなデザインを取り入れたりなど，紙面のユニバーサルデ
ザインにも配慮している。

音楽 教芸 小学校の音楽

・高学年の教材については，児童の実態に合ったものとなってい
る。
・題材のめあてが明確に示されており，そのめあての達成に向け
た音楽的支援が細かく示してある。
・第1学年の鍵盤ハーモニカを演奏する題材では，演奏する時の
姿勢や息づかいについて写真や図を用いて詳細に示されている。
・第5学年の日本歌曲の題材では，声の種類や歌声による演奏形
態について比較しながら説明してあり，これから歌曲に触れること
が増える発達段階に応じた内容となっている。
・リズム楽譜が見やすい大きさになっていたり，楽器についての説
明では，一つひとつの楽器が写真で掲載されていたりとレイアウト
が工夫されており，学年の実態に合った示し方になっている。
・挿絵等が落ち着いた色づかいやレイアウトになっているので，お
さえたい情報が一目で分かる。
・音楽づくりの題材では，音の選び方やリズムパターンの例が細
かく示されており，音楽をつくっていく上での材料が揃っている。
・学年を通した系統性がはっきりと示されている。



図画工作 開隆堂 図画工作

・新学習指導要領において各教科で共通に育もうとしている３つの
資質・能力「知識及び技能」「思考力・判断力，表現力等」「学びに
向かう力，人間性等」について，題材ごとに求められているものが
教師にも児童にも分かりやすく「学習のめあて」として示されてい
るので，見通しをもって学習ができる。
・活動中の児童の写真やふきだしの言葉などから，児童が活動の
流れを意識できたり，児童の発想を助けたりするような紙面構成
になっている。
・巻末に道具箱のコーナーが設けられており，各学年で扱う道具
や材料について，絵や写真や図を使って詳しく示されており，児童
が安全に道具を使い，お手本にして学びやすい。
・児童の作品が様々なバリエーションで紹介されており，発想面に
おいて児童の支援につながる。
・安全指導，グローバル教育，共同作業，異校種間交流など様子
が紹介されており，これからの教育の流れを意識した紙面内容に
なっている。

家庭 開隆堂 わたしたちの家庭科

・全題材が「１見つける・気づく」「２わかる・できる」「３生かす・深め
る」の３ステップで構成されているため，問題解決的な学習を行う
ことができる。
・各題材のまとめに，学習内容を振り返り，生活に生かすことを考
えさせる場面があり，児童の主体的な取り組みを促すような工夫
がされている。
・知識・技能の定着を図るために，「できたかな」の自己評価で振り
返ったり，「QR」マークを利用した実験動画等で学習内容を確認・
復習したりできるようになっている。
・見方・考え方を「生活の見方・考え方　４つの視点」として図化し
て示されている。また，キャラクターの吹き出しを使って見方・考え
方のヒントになるような言葉が投げかけられ，児童に見方・考え方
を気づかせるような工夫がされている。
・見開きページを活用して，写真やイラストを組み合わせて学習の
めあてとともに配置し，吹き出し等を掲載して児童の興味・関心を
高める工夫がされている。
・「レッツトライ　生活の課題と実践」として，課題解決に向けての
実践の進め方が掲載されており，家庭で生かせるようになってい
る。

保健 東書 新しい保健

・項目ごとに「学習の課題」として質問形式の課題提示があり，学
習への動機付けがしやすい。また，自分の生活をふり返って書く
活動が仕組まれており，自分ごととして考えやすい。
・写真や記述の掲載が多く，単元の見通しがもちやすい。学習の
まとめやふり返りを書くスペースがあり，書く活動が取り入れやす
い。
・スマートフォンの危険性やインターネットの正しい使い方など，現
代の子どもたちの課題に合った内容がふんだんに盛り込まれてい
て指導しやすい。
・様々な読み物資料が充実しており，児童の学習への意欲づけが
しやすい。

英語 開隆堂 Junior　Sunshine

・児童の興味・関心を高めるために，二次元コードを活用し，話を
聞く活動，チャンツ，ゲーム，クイズなどが設定されている。また，
見開きページを活用して，世界の建物や動物，食べ物等の写真，
国旗と国名など，資料が充実している。
・Let's tryにおいて必ず「話す」活動が設定されており，習得した英
語を活用できる場面がある。また，２回のまとめの単元でも，クイ
ズやスピーチをしながら習得した英語を活用することができるよう
になっている。
・「文字に慣れよう」というページが設定されており，「書く」をス
モールステップで進めていくことができるようになっている。また，
大文字と小文字を繰り返し書くことができるようになっている。
・can-doマップ(教科書のはじめ)や学習目標(各単元の冒頭)が提
示されているので，児童が何を学習し，何を定着させていくのかと
いう目標を明確にもつことができやすい。



道徳 日文 小学道徳　生きる力

・「人との関わり」を重点テーマとして，いじめ防止をめざして関連
する複数の教材をまとめて配置し，集中して学習することで多様
な切り口からねらいとする価値について考えられるようにしてい
る。
・各学年に別冊「道徳ノート」が柔軟に使える形で用意されており，
児童の成長の様子や学習状況を継続的に把握でき，指導や評価
に役立てることが可能である。
・各教材において，考えを引き出す導入，中心，振り返りの３つの
発問例が示され，学びに見通しを持つことができる。
・学びを促し議論を活発にできるよう，豊かな学びの参考例が示さ
れており，ねらいとする道徳的価値についてより深く多面的・多角
的に考えられるよう，関連した内容や活動が示されている。
・「主として人との関わりに関すること」「主として集団や社会との
関わりに関すること」などの内容を「光輝（かがやき）」と関連付け
て，問題解決的な学習や体験的な学習，多様な実践活動を生か
す学習に対応した指導が可能である。
・１年生の指導内容には，保育所・幼稚園と小学校の連携に配慮
したものが，また６年生には，小学校と中学校との円滑な接続を
視野に入れたものが含まれており，各校種との学びをつなぐ系統
的な道徳性の育成が可能である。
・広島の平和教材が取り上げられるなど日本全国の地域別教材
が充実しており，現代的・社会的課題への対応が図られている。


